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定
例
会
レ
ポ
ー
ト

　１２月定例会は１１月３０日～１２月２２日までの２３日間開催され、報告１件、条例５件、一般議案　１２月定例会は１１月３０日～１２月２２日までの２３日間開催され、報告１件、条例５件、一般議案
５件、予算５件、発委１件、諮問２件を審議した。採決の結果、すべて原案どおり可決した。５件、予算５件、発委１件、諮問２件を審議した。採決の結果、すべて原案どおり可決した。

12月定例会で決まった主なこと
　　　

〇一般会計補正予算（第８・９号）
　10億 9,142万7千円追加し、総額282億 5,224万3千円に。

〇契約の変更　道の駅三芳村鄙の里大規模改修工事（建築工事）
　令和４年１１月臨時会で議決した２億７，２８０万円の契約を、１，４３３万１，９００円増額し、２億８，７１３万１，９００円に変更。

〇契約の変更　丸山分庁舎・丸山公民館大規模改修工事
　令和４年９月議会で議決した、
　（�建築工事）3億4,295万8千円の契約を、1,569万3,700円増額し、３億５，８６５万１，７００円に変更。
　（電気設備工事）２億４，０９０万円の契約を、１８８万５，４００円増額し、２億４，２７８万５，４００円に変更。
　（機械設備工事）１億８，３１５万円の契約を、２６１万８千円増額し、１億８，５７６万８千円に変更。

〇市議・市長選の選挙運動公費負担条例の一部改正
　選挙ポスターなどの経費について、限度額を引き上げる。

〇附属機関設置条例の一部改正
　地域包括支援センター運営協議会を廃止し、介護保険事業運営協議会と統合する。

〇国民健康保険税条例の一部改正
　産前産後期間の国保税を減額。

〇指定管理者の指定（三芳家畜ふん尿処理施設）
　三芳家畜ふん尿処理施設等共同利用組合を再度指定。

〇常勤特別職の給与等条例の一部改正
　常勤特別職の期末手当を引き上げ。

〇市議会議員報酬等条例の一部改正
　市議の期末手当を引き上げ。

〇一般職の職員給与条例の一部改正
　月例給・勤勉手当等を引き上げ。

〇国保病院事業会計補正予算（第３号）
　患者給食材料費３１５万円、患者外給食材料費７０万円を増額。

〇水道事業会計補正予算（第３号）
　市道千倉４号線の仮設配水管設置など建設改良費１，２４９万6千円を増額。

〇人権擁護委員候補者の推薦
　松尾和子氏・山口隆晴氏を再度推薦。
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12月定例会提出議案等議決結果
議案種類 件　　　名 議決結果

議案第 70 号 南房総市議会議員及び南房総市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

原 案 可 決　　
全 会 一 致　　

議案第 71 号 南房総市附属機関設置条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決　　
全 会 一 致　　

議案第 72 号 南房総市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決　　
全 会 一 致　　

議案第 73 号 南房総市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決 
賛 成 多 数

議案第 74 号 南房総市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決　　
全 会 一 致　　

議案第 75 号 契約の変更について（道の駅三芳村鄙の里大規模改修工事（建築工事）） 原 案 可 決　　
全 会 一 致　　

議案第 76 号 契約の変更について（南房総市丸山分庁舎及び丸山公民館大規模改修工事（建築工事）） 原 案 可 決　　
全 会 一 致　　

議案第 77 号 契約の変更について（南房総市丸山分庁舎及び丸山公民館大規模改修工事（電気設備工事）） 原 案 可 決　　
全 会 一 致　　

議案第 78 号 契約の変更について（南房総市丸山分庁舎及び丸山公民館大規模改修工事（機械設備工事）） 原 案 可 決　　
全 会 一 致　　

議案第 79 号 指定管理者の指定について（南房総市三芳家畜ふん尿処理施設） 原 案 可 決　　
全 会 一 致　　

議案第 80 号 令和５年度南房総市一般会計補正予算（第８号） 原 案 可 決　　
賛 成 多 数　　

議案第 81 号 令和５年度南房総市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 原 案 可 決　　
全 会 一 致　　

議案第 82 号 令和５年度南房総市国保病院事業会計補正予算（第３号） 原 案 可 決　　
全 会 一 致　　

議案第 83 号 令和５年度南房総市水道事業会計補正予算（第３号） 原 案 可 決　　
全 会 一 致　　

諮問第 5 号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 原 案 可 決　　
全 会 一 致　　

諮問第 6 号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 原 案 可 決　　
全 会 一 致　　

発委第 3 号 南房総市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決　　
賛 成 多 数

議案第 84 号 令和５年度南房総市一般会計補正予算（第９号） 原 案 可 決　　
全 会 一 致　　

定
例
会
レ
ポ
ー
ト

議案ごとの賛否
小
川　

伸
二

林　
　

克
治

吉
田　

年
和

髙
倉
か
つ
江

川
上　

廣
行

佐
藤
喜
久
雄

神
作　

紀
史

山
田　

一
洋

鈴
木　

克
哉

石
井　

教
宇

阿
部
美
津
江

安
田
美
由
貴

峯　
　

隆
司

川
﨑　

愼
一

長
谷
川　

博

木
曽　

貴
夫

鈴
木　

直
一

川
上　
　

清

議案第７３号
南房総市特別職の職員で常勤のもの
の給与及び旅費に関する条例の一部
を改正する条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議

長
議案第８０号

令和５年度南房総市一般会計補正予算
（第８号） ○ × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○

令和５年度一般会計補正予算（第８号）
に対する修正案 × × ○ × × ○ × × × × × ○ × × × ○ ×

発委第３号
南房総市議会議員の議員報酬及び費
用弁償等に関する条例の一部を改正
する条例の制定について

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議員名
議案名

　（賛否が分かれた議案のみ掲載）〇：賛成　×：反対　
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補
正
予
算

一般会計補正予算　第８号・第９号一般会計補正予算　第８号・第９号

総額２８２億５，２２４万３千円に総額２８２億５，２２４万３千円に
　

12
月
13
日
の
予
算
審
査

特
別
委
員
会
、
12
月
22
日

の
本
会
議
で
審
査
・
審
議

し
た
。

　

主
な
質
疑
・
答
弁
は
次

の
と
お
り
。

◎ 一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
８
号
）

◇ 
千
倉
地
区
社
会
体
育
施

設
等
整
備
事
業

　
２
億
１
２
９
４
万
9
千
円

問　
旧
忽
戸
小
学
校
の
解

体
工
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
来
年
７
月
頃
と
な
っ
て

い
る
が
、
な
ぜ
３
月
議
会

で
は
な
く
12
月
議
会
の
補

正
予
算
で
計
上
し
た
の
か
。

生
涯
学
習
課
長　

旧
忽
戸
小

学
校
の
工
事
は
、
本
年
度

実
施
設
計
を
作
成
し
て
い

る
。
実
施
設
計
を
進
め
て

い
る
中
で
、
本
体
建
設
工

事
と
解
体
工
事
に
適
正
な

工
期
を
確
保
す
る
た
め

に
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
変

更
が
必
要
に
な
っ
た
。

し
っ
か
り
と
し
た
事
業
実

施
の
た
め
に
、
解
体
工
事

を
12
月
補
正
に
計
上
し
た
。

問　

解
体
工
事
は
７
月
頃

で
変
更
な
い
か
。

生
涯
学
習
課
長　

建
設
工

事
の
期
間
を
16
カ
月
ほ
ど

と
見
込
み
、
解
体
工
事
は

３
月
議
会
で
の
議
決
後
４

月
以
降
に
始
め
、
工
期
は
６

カ
月
ほ
ど
見
込
ん
で
い
る
。

◇
保
育
所
運
営
一
般
事
業

　

 

５
７
１
万
６
千
円

問　

病
児
・
病
後
児
保
育

事
業
は
１
施
設
１
日
６
人

定
員
ぐ
ら
い
の
受
入
れ
だ

と
思
う
が
、
利
用
上
限
は

適
正
か
。

子
ど
も
教
育
課
長　

利
用
者

が
集
中
す
る
場
合
が
あ
る

の
で
、
利
用
の
受
け
入
れ

が
困
難
に
な
る
場
合
も
あ

る
と
聞
い
て
い
る
。
ま
た
、

２
部
屋
あ
れ
ば
、
２
種
類

の
病
気
の
子
を
預
か
れ
る

が
、
病
気
の
種
類
が
増
え

た
り
、
利
用
者
が
集
中
し

た
場
合
は
、
受
け
入
れ
が

難
し
く
な
る
こ
と
も
あ

る
。
施
設
の
環
境
に
よ
っ

て
、
対
応
で
き
る
か
ど
う

か
決
ま
る
。

◇
文
化
財
保
護
一
般
事
業

　
６
４
７
万
５
千
円

問　

白
浜
地
区
の
め
が
ね

橋
の
修
復
工
事
は
専
門
業

者
、
地
元
の
業
者
ど
ち
ら

が
行
う
の
か
。
工
事
の
時

期
は
い
つ
頃
か
。

生
涯
学
習
課
長　

専
門
業
者

に
発
注
。
県
の
文
化
財
課

と
協
議
の
上
、
こ
れ
か
ら
工

事
の
時
期
を
決
定
す
る
。

◇
保
健
衛
生
費
寄
附
金

　
71
万
8
千
円

問　

健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業

に
対
し
、
い
つ
頃
ど
こ
か

ら
寄
附
が
あ
っ
た
の
か
。

健
康
推
進
課
長　

明
治
安

田
生
命
保
険
相
互
会
社
か

ら
９
月
５
日
に
寄
附
が
あ
っ

た
。

◇
道
路
維
持
事
業

３
２
６
５
万
円

問　
市
道
富
浦
4
号
線
木

の
根
隧
道
の
老
朽
化
に
よ

る
補
修
工
事
は
天
井
部
分

だ
け
な
の
か
。

建
設
課
長　

ト
ン
ネ
ル
全

体
の
長
寿
命
化
を
図
る
。

　

採
決
の
結
果
、
原
案
ど

お
り
可
決

旧忽戸小学校

１０億９,１４２万７千円追加１０億９,１４２万７千円追加

富浦４号線のトンネル
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補
正
予
算

旧
忽
戸
小
校
舎
解
体
費

を
減
額
す
る
修
正
案

修
正
案
の
説
明

１
、一
級
建
築
士
２
人
に
よ

る
調
査
を
行
い
、
全
く
問

題
の
な
い
建
物
で
長
期
の

使
用
が
可
能
と
判
明
し

た
。

２
、
校
舎
改
修
案
が
十
分

論
議
さ
れ
て
い
な
い
。
新

築
と
比
べ
て
コ
ス
ト
が
違

う
。

３
、
予
算
委
員
会
で
4
月

に
解
体
す
る
こ
と
が
発
覚
。

合
併
特
例
債
を
使
い
切
る

こ
と
を
中
心
に
物
事
が
進

ん
で
い
る
よ
う
に
し
か
思

え
な
い
。
令
和
６
年
４
月

の
解
体
を
忽
戸
区
の
住
民

は
知
ら
な
い
。

４
、
夜
間
や
降
雨
時
に
緊

急
避
難
で
き
る
数
少
な
い

施
設
。
こ
の
校
舎
を
解
体

し
た
と
き
被
災
し
た
ら
、

責
任
は
誰
が
負
う
の
か
。

　

以
上
の
理
由
か
ら
旧
忽

戸
小
学
校
校
舎
の
解
体
は

必
要
な
い
の
で
、
修
正
案

を
提
出
す
る
。

修
正
案
・
反
対
討
論

　

解
体
工
事
は
、
本
体
工

事
と
と
も
に
適
正
な
工
期

を
確
保
し
、
合
併
特
例
債

の
期
限
内
で
の
完
成
の
た

め
計
上
さ
れ
た
。
供
用
開

始
が
早
ま
り
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が

る
。
物
価
高
騰
を
考
え
れ

ば
、
こ
れ
以
上
の
機
会
損

失
を
抑
え
る
べ
く
、
速
や

か
に
推
進
す
べ
き
と
考

え
、
反
対
す
る
。

原
案
・
賛
成
討
論

　

市
民
が
利
用
し
や
す
い

環
境
を
整
え
る
事
業
。
懸

念
の
声
は
承
知
し
て
い
る

が
、
財
政
状
況
に
問
題
が

な
い
の
で
、
賛
成
す
る
。

　
原
案
・
反
対
討
論

　

三
役
と
議
員
の
期
末
手

当
を
年
４
・
５
カ
月
に
引

き
上
げ
。
戸
籍
な
ど
の
振

り
仮
名
記
載
は
、
子
の
名

前
の
読
み
方
を
行
政
が
審

査
。
命
名
権
よ
り
デ
ジ
タ

ル
化
が
優
先
さ
れ
る
。

　

中
継
施
設
の
運
営
委
託

（
令
和
９
～
28
年
度
）
29

億
６
３
０
８
万
８
千
円
は

民
営
は
直
営
よ
り
７
千
万

円
安
い
の
な
ら
ば
、
資
料

を
示
す
べ
き
。

　

旧
忽
戸
小
校
舎
の
解
体

を
４
月
に
前
倒
し
で
行

う
。
様
々
な
工
事
が
増
額

さ
れ
る
中
、
改
修
案
の
検

討
が
不
十
分
。
南
房
総
市

図
書
館
の
移
設
要
望
も
な

い
。
市
が
説
明
会
を
せ
ず

に
解
体
す
る
こ
と
に
、
反

対
す
る
。

　

採
決
の
結
果
、
修
正
案

は
賛
成
少
数
で
否
決
さ

れ
、
原
案
は
、
賛
成
多
数

で
可
決

◎ 

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

◇ 

特
定
健
康
診
査
等
負
担

金
償
還
金２５

５
万
8
千
円

　

特
定
健
診
の
受
診
者
の

実
績
が
、
負
担
金
申
請
時

の
見
込
み
よ
り
も
少
な

か
っ
た
た
め
の
精
算
。

　
原
案
ど
お
り
可
決

◎ 

国
保
病
院
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
3
号
）

◇
臨
床
検
査
業
務
委
託
料

　
１
０
５
０
万
円

問　
臨
床
検
査
技
師
が
離

職
し
て
い
る
が
、
委
託
料
は

令
和
4
年
度
や
令
和
5
年

度
と
比
べ
増
加
傾
向
か
。

富
山
国
保
病
院
副
主
幹　

検
体

検
査
が
ほ
ぼ
全
数
外
部
委

託
に
な
っ
て
い
る
た
め
、

委
託
料
は
増
加
し
て
い

る
。

　
原
案
ど
お
り
可
決

◎ 

水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
3
号
）

◇ 

千
倉
4
号
線
配
水
管
仮

設
工
事

　
１
２
４
９
万
6
千
円

問　
工
期
は
。

水
道
局
長　

工
期
は
年
度

内
予
定
。

　
原
案
ど
お
り
可
決

◎ 一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

９
号
）

◇ 

住
民
税
非
課
税
世
帯
に

７
万
円
の
緊
急
支
援
給

付
金

３
億
６
２
２
１
万
４
千
円

問　
い
つ
頃
、
給
付
さ
れ

る
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　
１
月
中
旬

ま
で
に
給
付
し
た
い
。

問　
住
民
税
非
課
税
の
個

人
で
は
な
く
、
世
帯
と
し

た
の
は
な
ぜ
か
。

保
健
福
祉
部
長　

国
が
示
し

た
も
の
に
従
っ
た
。

問　
委
託
先
は
ど
こ
か
。

保
健
福
祉
部
長　
こ
れ
ま
で

の
給
付
金
や
住
民
税
等
の

デ
ー
タ
を
統
合
し
て
シ
ス

テ
ム
を
作
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
給
付
金
の
シ

ス
テ
ム
を
委
託
し
て
い
る

㈱
Ｄ
Ｓ
Ｋ
を
検
討
し
て
い

る
。

◇ 

が
ん
ば
る
地
域
応
援

ク
ー
ポ
ン
券
発
行
事
業

１
億
９
３
２
８
万
１
千
円

問　

商
工
会
へ
委
託
す
る

の
か
。

商
工
観
光
部
長　

今
の
時
点

で
決
め
て
は
い
な
い
が
、

商
工
会
が
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
持
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

問　
利
用
期
間
は
ど
う
か
。

商
工
観
光
部
長　
８
月
か
ら

10
月
ま
で
の
３
カ
月
間
を

考
え
て
い
る
が
、
で
き
る

だ
け
早
く
始
め
た
い
。

問　
１
千
円
の
買
い
物
に

つ
き
５
０
０
円
だ
が
、
額

面
ど
お
り
支
給
で
き
な
い

か
。

商
工
観
光
部
長　

前
回
と
同

じ
ほ
う
が
事
業
所
に
説
明

し
や
す
い
。
半
額
は
出
し

て
い
た
だ
い
て
、
消
費
喚

起
し
た
い
。

　
原
案
ど
お
り
可
決
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神作　紀史議員

一
般
質
問

い
る
の
か
。

教
育
長
毎
年
、
通
学
路

安
全
推
進
会
議

を
開
催
し
各
学
校
区
の
危

険
箇
所
に
つ
い
て
対
応
を

検
討
し
て
い
る
。

通
学
路
の
安
全
確
保

問
市
内
に
住
む
保
育
園

児
か
ら
高
校
な
ど

に
通
う
生
徒
ま
で
、
通
園
・

通
学
す
る
児
童
・
生
徒
の

安
全
確
保
の
た
め
に
、
ど

の
よ
う
な
対
策
を
行
っ
て

市
の
財
政
状
況

問
市
民
へ
の
周
知
は
ど

の
よ
う
に
し
て
い
る

の
か
。

市
長
予
算
決
算
の
状
況

や
財
政
状
況
な
ど

に
つ
い
て
広
報
『
み
な
み
ぼ

う
そ
う
』
や
広
報
『
こ
と
し

の
予
算
』、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
公
表
・
周
知

を
図
っ
て
い
る
。

　

広
報
『
こ
と
し
の
予
算
』

で
は
、
市
の
借
金
と
貯
金
の

状
況
の
ほ
か
、
借
金
残
高
の

う
ち
市
が
実
際
に
負
担
す

る
額
及
び
将
来
的
な
財
政

運
営
の
見
通
し
な
ど
を
併

せ
て
掲
載
し
、
周
知
に
努
め

て
い
る
。

問
今
後
も
市
で
は
大
型

事
業
が
控
え
て
い
る

中
で
果
た
し
て
財
政
運
営

に
は
問
題
は
な
い
の
か
。

総
務
部
長
推
計
期
間

で
あ
る
今

後
10
年
間
は
財
政
的
に
健

全
な
状
態
な
の
で
大
規
模

事
業
の
実
施
に
よ
る
財
政

的
な
問
題
は
な
い
。

　
一
方
、
本
市
は
普
通
交
付

税
へ
の
依
存
度
が
高
く
、

国
の
政
策
に
非
常
に
左
右

さ
れ
や
す
い
こ
と
や
、
人
口

減
少
・
少
子
高
齢
化
の
進

行
・
物
価
高
騰
・
資
材
費

高
騰
な
ど
の
課
題
は
急
激

に
財
政
状
況
を
悪
化
さ
せ

る
可
能
性
も
あ
る
。
引
き

続
き
持
続
可
能
な
財
政
運

営
の
確
保
に
努
め
る
と
と

も
に
、
将
来
世
代
に
負
担

を
残
さ
な
い
行
政
基
盤
の

構
築
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

市
の
財
政
は
本
当
に
大
丈
夫
な
の
か

将
来
的
な
債
務
が
な
く
、
財
政
的
に
健
全
で
あ
る

11人の議員が市政を質す

富浦小学校前のセーフティポール

南房総市水処理センター

市
水
処
理
セ
ン
タ
ー

の
本
格
稼
働

問
施
設
に
出
入
り
す
る

車
両
が
増
え
る
こ

と
に
伴
い
、
通
園
・
通
学

を
す
る
児
童
・
生
徒
の
安

全
確
保
は
。

市
長
し
尿
や
浄
化
槽
汚

泥
を
搬
入
す
る
車

両
台
数
は
１
日
約
50
台
。

バ
キ
ュ
ー
ム
車
の
運
転
者

に
対
し
て
は
、
通
学
路
や

通
学
時
間
に
関
わ
ら
ず
、

安
全
運
転
を
徹
底
す
る
よ

う
指
導
・
監
督
を
行
っ
て

い
く
。
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石井　教宇議員

一
般
質
問

が
あ
る
。

問
側
溝
の
土
砂
の
捨
て

場
所
が
な
く
清
掃

が
で
き
な
い
行
政
区
が
あ

る
。
清
掃
方
法
に
つ
い
て

行
政
連
絡
会
で
周
知
し
て

も
ら
え
な
い
か
。

建
設
環
境
部
長
地
区
に

よ
っ
て
清

掃
の
方
法
は
様
々
で
、
一
律

の
対
応
は
難
し
く
、
事
案

ご
と
に
相
談
が
必
要
な
た

め
、
行
政
連
絡
会
で
周
知

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

消
防
団
の
現
状
と
今

後
の
対
策

問
消
防
活
動
低
下
へ
の

対
応
は
。

市
民
生
活
部
長
分
団
の
統

合
等
で
地

域
防
災
力
の
低
下
を
招
か

な
い
よ
う
、
安
房
郡
市
消

て
い
た
だ
き
た
い
。

問
高
齢
者
避
難
支
援
に

民
生
委
員
や
行
政

区
役
員
が
個
人
の
車
を
使

う
こ
と
に
問
題
は
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長
危
険
を
伴

う
場
合

は
決
し
て
無
理
を
せ
ず
、

安
全
に
移
送
で
き
る
と
判

断
し
た
場
合
に
は
、
十
分

注
意
し
避
難
の
支
援
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

問
砂
利
が
詰
ま
り
、
排

水
機
能
が
全
く
働
い

て
い
な
い
側
溝
の
対
応
は
。

建
設
環
境
部
長
側
溝
等
の

清
掃
は

地
域
の
皆
様
方
に
協
力
し

て
い
た
だ
き
維
持
管
理
を

進
め
て
い
る
。
災
害
時
の
ほ

か
、土
砂
の
堆
積
が
著
し
く
、

市
民
対
応
が
難
し
い
場
合

は
、
市
で
対
応
す
る
場
合

線
状
降
水
帯
発
生
時

等
の
豪
雨
対
策

問
線
状
降
水
帯
発
生
時

の
豪
雨
対
策
は
。

市
長
気
象
庁
が
発
表
す

る
気
象
警
報
等
に

よ
り
、
市
内
全
域
に
大
雨

警
報
で
警
戒
レ
ベ
ル
3
、
高

齢
者
等
避
難
を
発
令
し
、

防
災
行
政
無
線
、
安
全
安

心
メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
早

め
の
避
難
を
周
知
し
て
い
る
。

問
大
雨
で
防
災
行
政
無

線
の
屋
外
拡
声
子
局

や
戸
別
受
信
機
の
音
が
聞
こ

え
に
く
い
等
の
対
応
は
。

市
民
生
活
部
長
気
象
条
件

に
よ
り
聞

こ
え
に
く
い
場
合
が
あ
る
。

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
等
様
々

な
手
段
で
情
報
を
入
手
し

線
状
降
水
帯
発
生
へ
の
備
え
は

早
め
の
避
難
を
促
し
て
い
る

土砂で詰まっている側溝

出初め式

防
本
部
と
の
連
携
を
密
に

し
て
い
く
。

問
消
防
団
員
の
加
入

年
数
の
制
限
は
あ

る
の
か
。

市
民
生
活
部
長
特
に
定
め

て
い
な
い
。

問
女
性
消
防
団
員
の

採
用
は
。

市
長
災
害
へ
の
直
接
対

応
だ
け
で
な
く
、

高
齢
者
や
地
域
社
会
に
対

す
る
啓
発
活
動
な
ど
も
重

要
な
の
で
今
後
検
討
す
る
。
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一
般
質
問

鈴木　克哉議員

継
続
と
維
持
を
し
っ
か
り

し
、
地
域
医
療
を
守
り
ぬ

く
べ
き
だ
。

　

病
床
移
管
を
完
全
撤
回

し
、
富
山
国
保
病
院
存
続

に
向
け
て
い
く
事
は
明
白

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
。

市
長
今
後
の
富
山
国
保

病
院
の
在
り
方
は

様
々
な
観
点
か
ら
検
討
を

深
め
地
域
の
医
療
機
関
と

し
て
の
重
要
性
を
再
認
識

し
な
が
ら
検
討
を
し
っ
か
り

進
め
て
い
く
。

て
赤
字
と
の
評
価
で
は
な

い
。
県
内
の
他
の
13
の
国

保
病
院
を
抱
え
て
い
る
自

治
体
は
、
市
の
一
般
会
計
か

ら
地
域
の
医
療
提
供
を
守

る
た
め
に
行
政
が
支
え
て

い
る
。
剰
余
金
が
13
億
円

以
上
あ
る
中
、
あ
た
か
も

将
来
赤
字
が
見
込
ま
れ
る

と
の
理
由
付
け
は
矛
盾
し

て
い
る
。

　
公
立
病
院
が
地
域
医
療

に
と
っ
て
い
か
に
重
要
な

立
ち
位
置
か
。
民
間
病
院

の
よ
う
な
赤
字
黒
字
の
概

念
で
は
な
い
医
療
提
供
が

役
割
で
、
地
域
医
療
の
砦

で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
専

門
病
院
と
し
て
、
患
者
を

転
院
さ
せ
た
こ
と
で
、
以

前
の
状
況
に
戻
す
に
は
時

間
が
か
か
る
が
、
病
院
職

員
は
じ
め
市
長
も
病
院
の

富
山
国
保
病
院

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
お
け
る

公
立
病
院
と
し
て
の
対
応

と
役
割
は
。

国
保
病
院
事
務
長
公
立
病

院
は
、

不
採
算
の
へ
き
地
医
療
を

担
い
、
採
算
性
の
面
か
ら
民

間
医
療
機
関
に
よ
る
提
供

が
困
難
な
医
療
を
行
っ
て
い

る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
対
応
で
は
、
重
点

医
療
機
関
と
し
て
病
床
を

全
て
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
す
る

な
ど
、
民
間
医
療
機
関
で

は
採
算
性
か
ら
で
き
な
い

対
応
を
公
立
病
院
の
務
め

と
し
て
果
た
し
て
き
た
。

問
富
山
国
保
病
院
は
国

か
ら
の
交
付
税
措
置

で
、
毎
年
約
１
億
５
千
万

円
受
け
て
い
る
。

　
国
保
病
院
に
全
額
の
繰

り
入
れ
を
し
て
い
な
い
年

度
が
あ
る
が
、
県
内
の
他

市
町
村
の
繰
り
入
れ
状
況

は
。総

務
部
長
富
山
国
保

病
院
を
含

め
た
県
内
15
の
国
保
病
院

で
交
付
税
措
置
よ
り
も
繰

入
金
が
少
な
い
病
院
が
２

病
院
、
こ
の
中
に
富
山
国

保
病
院
が
含
ま
れ
る
。

　

交
付
税
額
と
同
等
程
度

か
ら
１・５
倍
ま
で
が
５
病

院
、
１・５
倍
か
ら
２
倍
ま

で
が
３
病
院
、
２
倍
か
ら
３

倍
が
４
病
院
、
そ
れ
以
上

の
病
院
が
１
病
院
と
な
る
。

問
病
院
運
営
費
は
、
国

か
ら
の
交
付
税
措

置
で
賄
え
て
お
り
、
決
し

病
床
移
管
案
は
完
全
撤
回
し
存
続
に
向
け
る
べ
き
で
は

今
後
の
富
山
国
保
病
院
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
く

富山国保病院
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一
般
質
問

阿部　美津江議員

保
健
福
祉
部
長
今
年
度
か

ら
審
査

会
の
委
員
25
人
の
う
ち
12

人
が
リ
モ
ー
ト
で
参
加
し

て
い
る
。
今
後
、
主
治
医

意
見
書
や
審
査
会
資
料
の

デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。

男
性
の
育
児
・
介
護
休
業

問
令
和
４
年
度
の
男
性

職
員
の
特
別
休
暇
取

得
率
の
現
状
は
。

市
長
配
偶
者
出
産
休
暇

の
取
得
率
は
75

％
。
配
偶
者
が
出
産
す
る

場
合
で
あ
っ
て
産
前
産
後

の
期
間
に
育
児
を
行
う
た

め
使
用
で
き
る
育
児
参
加

休
暇
の
取
得
率
は
37
・
5

％
。問

休
業
を
取
得
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
は
。

問
認
知
症
と
思
わ
れ
る

方
や
、
そ
の
家
族
が

孤
立
し
な
い
よ
う
な
取
組

の
現
状
は
。

保
健
福
祉
部
長
地
域
に
お

け
る
見
守

り
体
制
の
充
実
や
本
人
や

家
族
が
認
知
症
に
関
す
る

悩
み
や
問
題
を
抱
え
込
む

こ
と
が
な
い
よ
う
、
医
療
機

関
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
・
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
等
関
係
機
関
が
連

携
し
、
相
談
事
業
を
展
開

す
る
と
と
も
に
、
認
知
症

ケ
ア
パ
ス
・
広
報
・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
て
相
談
窓

口
を
市
民
へ
周
知
を
図
る
。

問
介
護
認
定
業
務
の
効

率
化
、
判
定
ま
で
の

日
数
短
縮
の
取
組
の
中
で

デ
ジ
タ
ル
化
は
有
効
だ
と

考
え
る
が
見
解
は
。

高
齢
者
支
援

問
認
知
症
施
策
推
進
計

画
の
取
組
状
況
は
。

市
長
国
の
基
本
計
画
等

に
基
づ
き
、
当
市

の
計
画
の
策
定
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

問
認
知
症
を
広
く
周
知

し
知
識
や
理
解
を
得

る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
地

域
の
実
情
に
即
し
た
取
組

が
必
要
だ
が
重
点
的
に
取

り
組
む
施
策
は
。

保
健
福
祉
部
長
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー

と
本
人
・
家
族
を
結
び
つ

け
る
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
を

設
置
し
、
地
域
に
お
け
る

認
知
症
者
の
見
守
り
や
本

人
・
家
族
の
相
談
支
援
の

充
実
を
図
る
。

介
護
申
請
か
ら
認
定
ま
で
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

介
護
認
定
訪
問
調
査
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
を
予
定

総
務
部
長
所
属
内
の

人
員
配
置

等
に
よ
っ
て
、
育
児
休
業

中
の
職
員
の
業
務
を
遂
行

す
る
こ
と
が
困
難
な
と
き

は
、
代
替
要
員
を
配
置
す

る
こ
と
で
適
切
に
対
応
し

て
い
る
。

問
育
児
・
介
護
休
業
法

改
正
に
伴
い
、
市
民

へ
の
理
解
や
事
業
主
な
ど

に
対
し
て
の
意
識
啓
発
は
。

商
工
観
光
部
長
今
後
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー

ク
と
連
携
し
、
ど
の
よ
う

に
啓
発
し
て
い
け
ば
効
果

的
な
の
か
を
検
討
し
な
が

ら
実
施
に
向
け
て
い
き
た

い
。
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一
般
質
問

髙倉かつ江議員

千
倉 

潮
風
王
国
下

の
海
岸
で
の
磯
遊
び

問
場
所
を
限
定
し
て
、

夏
季
限
定
で
有
料
で

開
放
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

市
長
優
良
な
漁
場
で
あ

り
、
漁
業
者
の
漁

業
権
を
侵
害
し
な
い
た
め

に
、
道
の
駅
と
漁
業
関
係

者
と
の
対
応
調
整
が
必
要

と
な
る
。
海
岸
利
用
者
一
人

一
人
が
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り

と
認
識
し
守
る
こ
と
が
必

要
。問

船
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

の
池
で
磯
遊
び
の

疑
似
体
験
は
で
き
る
か
。

商
工
観
光
部
長
毎
年
、
夏

休
み
期
間

に
海
水
を
張
っ
て
、
水
遊

び
が
で
き
る
よ
う
に
は
し

て
い
る
が
、
磯
遊
び
を
夏

休
み
期
間
中
実
施
す
る
に

は
、
安
全
対
策
、
管
理
体

制
の
人
員
配
置
や
、
運
営
コ

ス
ト
な
ど
が
大
幅
に
か
か

り
、
難
し
い
。

問
さ
ら
に
前
向
き
な
検

討
は
。

商
工
観
光
部
長
な
か
な
か

妥
協
点
が

見
い
だ
せ
な
い
が
、
引
き
続

き
関
係
者
の
理
解
が
得
ら

れ
る
よ
う
協
議
を
し
て
い
き

た
い
。

千
倉
地
区
社
会
体
育

施
設
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

施
設
等
整
備
構
想

問
当
時
の
請
願
の
具
体

的
な
内
容
は
。

教
育
長
令
和
３
年
３
月

19
日
に
、
議
会

で
採
択
さ
れ
た
請
願
事
項

に
は
、
旧
施
設
の
利
活
用
を

含
め
、
千
倉
町
地
域
に
公

民
館
か
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
設
置
・
整
備
を
要

望
す
る
、
地
域
住
民
が
気

軽
に
寄
り
合
え
る
施
設
環

境
の
整
備
を
要
望
す
る
、
文

化
的
な
活
動
に
適
し
た
室

内
環
境
の
整
備
を
要
望
す

る
の
３
項
目
が
あ
り
、
請
願

事
項
を
す
べ
て
満
た
す
。

問
発
表
会
用
の
舞
台
を

設
け
る
予
定
は
。

教
育
次
長
大
ホ
ー
ル
に
は

舞
台
を
設

け
る
。

令
和
３
年
当
時
の
請
願
の
内
容
は

３
項
目
あ
り
、
請
願
事
項
を
す
べ
て
満
た
す

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

問
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
導

入
す
る
考
え
は
あ

る
か
。

市
長
法
整
備
等
の
動
向

を
踏
ま
え
、
地
域

住
民
の
移
動
ニ
ー
ズ
に
即

し
た
効
果
的
か
つ
適
正
な

移
動
手
段
を
確
保
し
て
い

き
た
い
。

問
ウ
ー
バ
ー
シ
ス
テ
ム

を
採
用
し
た
ア
プ

リ
で
配
車
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
て
は
ど
う
か
。

保
健
福
祉
部
長
当
市
に
お

け
る
利

害
関
係
者
と
の
合
意
を
尊

重
し
つ
つ
、
引
き
続
き
協

議
会
で
交
通
不
便
の
解
消

と
持
続
可
能
な
交
通
体
系

に
つ
い
て
議
論
を
深
め
て
い

き
た
い
。

旧忽戸小学校

道の駅　ちくら・潮風王国
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一
般
質
問

小川　伸二議員

積
立
基
金
残
高
と

地
方
債
残
高

問
基
金
残
高
と
地
方
債

残
高
は
、
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

市
長
令
和
４
年
度
末
で

基
金
残
高
は
約

２
４
１
億
円
。
市
債
残
高
は

約
２
２
２
億
円
だ
が
、
そ
れ

に
対
し
て
将
来
交
付
さ
れ

る
交
付
税
が
約
２
２
０
億

円
あ
り
、
実
質
負
担
額
は

１
％
と
な
る
２
億
円
程
度
の

見
込
み
。

総
務
部
長
借
入
に
伴
う

利
子
に
つ
い

て
も
交
付
税
措
置
さ
れ
、

現
在
約
４
億
円
ほ
ど
の
利

子
負
担
が
あ
る
が
、
実
質

負
担
額
は
５
％
と
な
る

２
千
万
円
程
度
の
見
込
み
。

将
来
予
測

問
将
来
起
こ
り
得
る
財

政
的
課
題
や
視
野

に
入
れ
て
お
く
べ
き
点
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。市

長
当
市
は
普
通
交
付

税
の
依
存
度
が
高

く
、
国
の
政
策
に
非
常
に

左
右
さ
れ
や
す
い
。
経
常

的
経
費
の
増
大
に
よ
る
基

金
取
り
崩
し
が
常
態
化
し

な
い
よ
う
注
意
が
必
要
。

そ
の
為
に
も
公
共
施
設
の

再
編
整
備
、
事
務
事
業
の

見
直
し
を
進
め
、
将
来
を

見
据
え
た
財
政
運
営
と
行

政
基
盤
の
構
築
に
取
り
組

む
。

周
辺
自
治
体
等
と
の

比
較問

周
辺
自
治
体
と
の
比

較
で
は
ど
う
か
。

市
長
近
隣
や
県
内
の
類

似
合
併
市
な
ど
当

市
を
含
む
８
団
体
を
比
較

す
る
と
、
い
ず
れ
の
団
体
も

財
政
的
に
健
全
で
あ
る
と

判
断
さ
れ
て
い
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。
将
来
負
担
比

率
の
比
較
で
は
、
将
来
負

担
な
し
と
な
る
の
は
、
当
市

の
み
で
あ
る
。

総
務
部
長
積
立
基
金

残
高
を
見

る
と
、比
較
し
た
８
団
体
中
、

当
市
の
約
２
４
１
億
円
は

突
出
し
て
高
く
、
将
来
に

備
え
た
貯
金
を
十
分
確
保

で
き
て
い
る
も
の
と
考
え

る
。

問
人
口
減
少
が
著
し
く

将
来
的
な
税
収
増

を
望
み
に
く
い
当
市
で
は

基
金
残
高
の
適
切
な
運
用

も
財
政
の
下
支
え
と
し
て

重
要
と
考
え
る
。
現
在
ど

の
よ
う
に
管
理
・
運
用
さ

れ
て
い
る
か
。

会
計
管
理
者
令
和
5
年

10
月
末

現
在
で
の
積
立
基
金
と
定

額
運
用
基
金
の
残
高
合
計

は
約
２
５
４
億
円
で
あ
り
、

運
用
額
は
約
２
１
５
億
円

で
全
体
の
84
・
５
％
を
運
用

中
で
あ
る
。
令
和
4
年
度

決
算
で
は
約
1
億
円
強
の

運
用
益
が
あ
っ
た
。
今
後

も
安
全
・
確
実
か
つ
出
来

る
だ
け
有
利
な
管
理
運
用

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

市
の
財
政
状
況
と
将
来
予
測
は

基
金
残
高
約
２
４
１
億
円
、
負
債
の
実
質
額
は
約
２
億
円
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一
般
質
問

小向ダム

川上　廣行議員

小
向
ダ
ム
対
策

問
日
常
点
検
・
異
常
気

象
時
の
緊
急
点
検
は

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
行

わ
れ
て
い
る
の
か
。

市
長
河
川
法
な
ど
で
定

め
ら
れ
た
観
測
を

す
る
と
と
も
に
日
常
点
検

や
異
常
気
象
時
の
緊
急
点

検
を
行
い
ダ
ム
の
安
全
性
、

併
せ
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
き
た
い
。

問
ダ
ム
放
流
時
の
作
業

内
容
を
市
民
の
安
心

感
を
得
る
た
め
、
周
知
す

る
考
え
は
な
い
か
。

水
道
局
長
管
理
体
制
の

周
知
に
つ
い

て
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
掲

載
し
て
い
き
た
い
。

貯
水
機
能
保
持
確
保
で
き

る
よ
う
努
め
て
い
る
。

問
管
理
体
制
を
市
の
広

報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
周
知
す
る
考
え
は

な
い
か
。

水
道
局
長
点
検
を
行
っ

て
い
る
こ
と

の
周
知
は
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
の
で
小
向
ダ
ム
ほ
か
、

白
浜
ダ
ム
、
大
谷
川
ダ
ム
と

８
０
５
０
問
題

問
外
部
関
係
機
関
と
の

連
携
会
議
の
実
施

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

市
長
ひ
き
こ
も
り
支
援

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
設
置
に
向
け
た
会
議
を
、

８
月
・
10
月
に
実
施
。
３

月
に
実
施
予
定
と
し
て
い

る
。問

今
後
の
対
策
は
。

市
長
ひ
き
こ
も
り
支
援

に
取
り
組
む
外
部

の
関
係
機
関
と
の
連
携
強

化
と
窓
口
の
周
知
方
法
の

検
討
を
し
て
い
く
。

帯
状
疱
疹
対
策

問
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用

の
助
成
制
度
を
導

入
す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長
国
・
県
の
動
向
や

県
内
の
自
治
体
の

実
施
状
況
を
踏
ま
え
、
導

入
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

問
助
成
制
度
の
具
体
的

な
検
討
内
容
を
教

え
て
も
ら
え
な
い
の
か
。

保
健
福
祉
部
長
接
種
費
用

の
助
成
を

実
施
し
て
い
る
自
治
体
の

状
況
を
参
考
に
し
対
象
者

や
助
成
金
等
を
検
討
し
て

い
く
。

小
向
ダ
ム
安
全
・
安
心
体
制
対
策
は

日
常
・
緊
急
点
検
し
安
全
性
保
持
に
努
め
て
い
る
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一
般
質
問

林　　克治議員

な
い
が
災
害
時
の
対
策
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

建
設
環
境
部
長
入
居
者
に

避
難
場

所
の
周
知
を
図
る
ほ
か
、
防

災
訓
練
へ
の
参
加
等
、
積

極
的
に
地
域
活
動
へ
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
防
災
意
識

を
高
め
る
よ
う
促
し
て
い

る
。

ケ
ー
ト
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
も
実
施
し
て
い
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
市
民
モ
ニ

タ
ー
制
度
導
入
で
は
な
く
、

よ
り
広
く
市
民
か
ら
意
見

が
寄
せ
ら
れ
る
最
善
の
方

法
を
検
討
し
て
い
く
。

市
営
住
宅

問
総
戸
数
と
入
居
状
況

は
。

市
長
原
岡
団
地
12
戸
、

千
田
黒
潮
団
地
８

戸
、
吹
代
Ａ
団
地
12
戸
、

吹
代
Ｂ
団
地
６
戸
、
南
三

原
団
地
12
戸
の
合
計
５
団

地
、
総
戸
数
50
戸
。
全
50

戸
の
う
ち
47
戸
に
入
居
が

あ
る
。

問
千
田
黒
潮
団
地
は
海

抜
も
低
く
海
も
近

い
、
近
隣
に
高
い
建
物
も

市
政
へ
の
関
心
を
高

め
る
施
策

問
市
民
モ
ニ
タ
ー
制
度

の
よ
う
に
市
が
行
う

施
策
に
つ
い
て
市
民
の
声

や
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
市
政

に
生
か
す
た
め
、
市
民
に

対
し
定
期
的
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
う
考
え
は
な

い
か
。

市
長
平
成
19
年
度
か
ら

平
成
21
年
度
ま
で

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
に
市
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
を

実
施
し
た
。
市
政
に
関
心

が
あ
り
、
モ
ニ
タ
ー
と
し
て

熱
意
の
あ
る
方
々
を
公
募

し
、
市
政
全
般
に
関
す
る

意
見
や
市
政
の
特
定
の

テ
ー
マ
に
関
す
る
意
見
を
報

告
す
る
こ
と
を
職
務
と
し

て
15
人
の
方
を
委
嘱
し
て

き
た
。
時
間
の
経
過
と
と

も
に
意
見
が
寄
せ
ら
れ
な

く
な
り
、
市
が
行
う
施
策

の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
率

が
低
下
し
た
こ
と
か
ら
、
平

成
21
年
度
で
運
用
を
終
了

し
た
。

　

そ
の
後
、
よ
り
広
く
よ

り
多
く
の
方
か
ら
の
意
見

を
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
市
長

へ
の
手
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
問
合
せ
フ
ォ
ー
ム
を
充

実
さ
せ
、
意
見
を
発
信
し

や
す
い
環
境
を
整
備
し
、

現
在
年
間
１
０
０
０
件
程

度
の
意
見
や
問
合
せ
が
市

に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

市
の
基
本
的
な
政
策
を

定
め
る
計
画
に
つ
い
て
も
、

策
定
時
に
市
民
へ
の
ア
ン

事
業
仕
分
け
実
施
の
可
能
性
は

現
時
点
で
実
施
す
る
か
明
確
に
答
え
ら
れ
な
い

高い防災意識が求められる千田黒潮団地
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一
般
質
問

吉田　年和議員

問
施
設
が
完
成
す
る

と
、
施
設
利
用
者
に

よ
り
周
辺
道
路
の
交
通
量

が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。
平
舘
・
忽
戸
地
区

の
国
道
４
１
０
号
は
道
幅

が
狭
く
、
カ
ー
ブ
も
多
く
、

危
険
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

道
路
の
拡
幅
と
安
全
対
策

を
優
先
す
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
市
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

市
長
当
該
地
区
は
狭
隘

で
屈
曲
部
が
多

く
、
安
全
対
策
の
推
進
が

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
承

知
し
て
い
る
。
そ
の
反
面
、

当
該
道
路
は
店
舗
や
住
宅

が
連
続
し
て
お
り
、
拡
幅

等
の
道
路
整
備
は
こ
れ
ら

の
移
転
等
の
補
償
が
必
要

と
な
り
、
そ
こ
で
経
済
活

動
さ
れ
て
い
る
方
や
住
ま

間
約
２
９
０
０
万
円
を
見

込
ん
で
い
る
。

問
図
書
館
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設
の
年
間
利

用
者
は
、
ど
れ
く
ら
い
を

想
定
し
て
い
る
か
。

教
育
長
令
和
元
年
台
風

や
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
受
け
な
い
平
成
30
年
度

の
実
績
値
は
、
図
書
館
の

利
用
者
が
約
４
万
８
千
人
、

千
倉
保
健
セ
ン
タ
ー
の

サ
ー
ク
ル
活
動
利
用
者
が

約
７
千
人
と
な
る
。

　

当
面
は
、
そ
の
実
績
値

を
想
定
し
、
新
た
な
イ
ベ
ン

ト
の
企
画
な
ど
様
々
な
事

業
展
開
に
よ
り
、
平
成
30

年
度
の
利
用
者
数
よ
り
さ

ら
に
多
く
の
方
々
に
利
用

さ
れ
る
こ
と
を
目
指
す
。

千
倉
地
区
社
会
体
育

施
設
・コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

施
設
等
整
備
構
想

問
総
額
い
く
ら
か
か
る

の
か
。

教
育
長
あ
く
ま
で
も
概

算
だ
が
、
現
時

点
で
約
26
億
９
千
万
円
を

見
込
ん
で
い
る
。

問
図
書
館
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設
が
竣
工
す

る
際
の
維
持
管
理
費
は
ど

れ
く
ら
い
か
。

教
育
長
人
件
費
を
除

き
、
概
算
で
年

１
期
工
事
の
総
額
は
、
い
く
ら
か

現
時
点
で
約
26
億
９
千
万
円
を
見
込
ん
で
い
る

旧忽戸小学校校舎内

旧忽戸小学校屋上より

わ
れ
て
い
る
方
の
生
活
に

大
き
な
負
担
が
生
じ
る
た

め
、
慎
重
な
判
断
が
必
要
。

こ
の
よ
う
な
背
景
を
総
合

的
に
判
断
し
、
道
路
の
安

全
対
策
等
は
、
引
き
続
き

県
と
連
携
し
な
が
ら
対
応

し
て
い
く
。
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一
般
質
問

向
け
た
研
修
と
し
て
、
農

業
経
営
体
育
成
セ
ミ
ナ
ー

や
先
進
農
家
等
で
研
修
を

受
け
る
受
講
生
に
定
額
を

補
助
し
て
い
る
。開
始
後
は
、

就
農
直
後
の
経
営
安
定
化

を
支
援
し
て
い
る
。
当
事

業
は
、
国
庫
事
業
の
要
件

を
満
た
さ
な
い
新
規
就
農

者
に
対
し
て
支
援
を
行
っ
て

い
る
。

農
林
水
産
部
長
農
業
後
継

者
を
確
保・

育
成
す
る
た
め
に
、
多
様
な

担
い
手
を
支
援
で
き
る
よ
う

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

市
役
所
の
光
熱
費

高
騰
対
策

問
世
界
情
勢
を
考
え
る

と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

自
前
で
生
産
す
る
こ
と
が

大
切
だ
と
考
え
る
が
、
市

り
組
ん
で
い
く
。

問
補
助
率
と
金
額
は
。

農
林
水
産
部
長
２
０
０
万

円
以
下
を

対
象
事
業
費
と
し
、
補
助

率
は
機
械
借
上
料
と
工
事

請
負
費
が
50
％
、
原
材
料

費
が
85
％
。

問
農
業
は
特
に
後
継
者

不
足
に
悩
む
業
種
。

農
家
の
跡
取
り
が
家
を
継

ぐ
と
い
う
選
択
を
し
て
も
、

新
規
就
農
者
よ
り
も
補
助

が
少
な
い
。
現
在
も
補
助

を
出
し
て
い
る
が
、
補
助

を
増
額
す
る
考
え
は
な
い

か
。市

長
独
自
に
行
っ
て
い

る
育
成
対
策
に
新

規
就
農
者
支
援
事
業
補
助

金
が
あ
る
。
農
業
経
営
開

始
前
に
つ
い
て
は
就
農
に

農
業
施
策

問
農
業
施
設
の
更
新
に

対
し
、
ど
の
よ
う
な

支
援
を
行
っ
て
い
る
か
。

市
長
市
の
単
独
事
業
と

し
て
、
国
や
県
の

各
種
補
助
事
業
の
対
象
と

な
ら
な
い
も
の
を
支
援
す

る
小
規
模
土
地
改
良
事
業

補
助
金
が
あ
る
。
今
後
も

各
地
域
で
営
農
が
継
続
さ

れ
る
よ
う
、
農
業
施
設
の

維
持
・
補
修
の
支
援
に
取

山田　一洋議員

就
農
者
へ
の
補
助
を
増
額
す
る
考
え
は
な
い
か

多
様
な
担
い
手
を
支
援
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
く

農業用ポンプ

の
庁
舎
に
太
陽
光
パ
ネ
ル

を
設
置
す
る
な
ど
光
熱
費

削
減
に
取
り
組
む
考
え
は

あ
る
の
か
。

市
長
こ
れ
ま
で
も
公
共

施
設
へ
の
太
陽
光

パ
ネ
ル
設
置
の
検
討
は

行
っ
て
き
た
。
２
０
２
５
年

ま
で
に
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
型

太
陽
電
池
の
実
用
化
を
目

指
す
と
す
る
政
府
の
方
針

を
受
け
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
設
備

の
設
置
は
、
新
技
術
の
動

向
を
注
視
し
施
設
の
用
途

や
規
模
、
コ
ス
ト
等
を
考

慮
し
、
慎
重
に
検
討
し
て

い
く
。
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一
般
質
問

安田美由貴議員

な
い
か
。

市
長
可
能
性
と
し
て
は

な
い
と
は
言
え
な

い
。問

太
陽
会
の
病
床
統
合

案
は
財
政
上
の
裏
づ

け
が
な
い
ま
ま
提
案
さ
れ

た
の
か
。

市
長
採
算
が
ど
う
な
る

か
ま
で
検
討
さ
れ

た
も
の
で
は
な
い
。

問
県
の
基
金
は
、
職
員

の
給
与
保
障
に
活
用

で
き
な
か
っ
た
の
か
。

国
保
病
院
事
務
長
基
金
で

該
当
す

る
も
の
は
な
か
っ
た
。

問
平
成
26
年
度
以
降
、

交
付
税
と
繰
入
額

の
差
は
合
計
約
４
億
円
。

累
積
赤
字
の
中
、
な
ぜ
国

か
ら
の
交
付
税
を
満
額
入

れ
な
か
っ
た
の
か
。

市
長
旧
幼
稚
園
跡
地
を

か
さ
上
げ
し
た

い
。
建
物
の
２
階
・
３
階
へ

の
垂
直
避
難
に
か
か
る
時

間
と
大
き
く
変
わ
ら
ず
、

合
理
的
だ
と
思
う
。

国
保
病
院
の
病
床
統
合

問
公
設
民
営
で
は
「
不

採
算
を
理
由
に
際

限
な
く
委
託
料
が
請
求
さ

れ
、
市
の
財
政
を
圧
迫
す

る
。
も
し
く
は
人
件
費
を

削
ら
れ
利
益
が
優
先
さ
れ

公
立
病
院
の
役
割
を
果
た

せ
な
く
な
る
」
心
配
が
あ

る
。
今
後
、
公
設
民
営
を

想
定
し
て
い
る
の
か
。

市
長
太
陽
会
と
の
病
床

統
合
案
は
白
紙
。

公
設
民
営
も
あ
り
得
る
。

問
公
設
民
営
で
は
、
整

理
解
雇
の
可
能
性
は

問
今
の
校
舎
が
あ
れ

ば
、
夜
間
や
雨
天
で

津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
た

場
合
な
ど
、
垂
直
避
難
で

き
る
。

　
説
明
会
で
市
長
か
ら「
千

年
に
一
度
起
こ
る
か
ど
う
か

分
か
ら
な
い
、
い
つ
来
る
か

分
か
ら
な
い
非
現
実
的
な

想
定
を
考
え
て
建
物
を
持

ち
続
け
る
の
は
合
理
的
で

は
な
い
」
旨
の
発
言
が
あ
っ

た
。

　

人
の
命
を
守
る
仕
組
み

を
模
索
す
べ
き
市
の
ト
ッ

プ
が
合
理
性
を
優
先
す
る

発
言
だ
。
防
災
よ
り
も
合

理
的
か
ど
う
か
で
旧
忽
戸

小
学
校
の
校
舎
を
解
体
す

る
の
か
。

旧
忽
戸
小
校
舎
改
修
案
よ
り
新
設
は
合
理
的
か

計
画
ど
お
り
の
施
設
整
備
が
一
番
い
い

総
務
部
長
国
保
病
院

と
相
談
し
、

繰
出
金
を
調
整
し
た
。

千
倉
境
川
周
辺
の
水
路

問
県
や
漁
協
と
協
議
し
、

千
倉
漁
港
へ
の
排
水

路
を
深
く
で
き
な
い
か
。

建
設
環
境
部
長
今
後
、
協

議
・
検
討

す
る
。

個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
集
め
た
海
岸
ご
み

問
ご
み
集
積
所
で
収
集

し
て
も
ら
え
な
い

か
。市

長
そ
の
よ
う
に
運
用

変
更
す
る
。

ボランティア袋

旧
忽
戸
小
校
舎
の
改
修
案

市民主催の説明会
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議 案 審 査

◎ 

付
属
機
関
設
置
条
例
改
正

　

重
複
す
る
委
員
の
会
議

の
効
率
化
と
負
担
軽
減
。

問　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
運
営
委
員
は
何
人

か
。

高
齢
者
支
援
課
長　
９
人
。

◎ 

市
議
・
市
長
選
の
選
挙
運

動
公
費
負
担
条
例
改
正

　

公
職
選
挙
法
施
行
令
の

改
正
に
伴
い
、
選
挙
ポ
ス

タ
ー
な
ど
の
経
費
の
限
度

額
を
引
き
上
げ
。

問　
改
正
の
根
拠
は
。

選
管
書
記
長　

公
選
法
施
行

令
の
改
正
に
よ
る
。

 

◎ 一
般
職
の
職
員
給
与
条

例
改
正

　

月
例
給
・
勤
勉
手
当
等

を
引
き
上
げ
。

 

◎ 

常
勤
特
別
職
の
給
与
・

旅
費
条
例
改
正

　

市
長
・
副
市
長
・
教
育

長
の
年
間
期
末
手
当
を
４
・

５
カ
月
分
に
引
き
上
げ
。

　
原
案
ど
お
り
可
決

丸山公民館・丸山分庁舎
　大規模改修の工事契約額

２,０１９万７,１００円増

出産前後の
期間の国保税
を減額

三芳家畜ふん尿処理施設を
５年間指定管理者が運営管理

総
務

福
祉

産
業

　

12
月
12
日
、
福
祉
委
員

会
が
開
か
れ
、
付
託
さ
れ

た
議
案
を
審
査
し
た
。

　

主
な
質
疑･

答
弁
は
次

の
と
お
り
。

 

◎ 

国
民
健
康
保
険
税
条
例

改
正

　

出
産
前
後
の
期
間
の
国

保
税
を
減
額
。

問　
届
け
出
は
必
要
か
。

保
険
年
金
課
長　

原
則
、
届

出
が
必
要
だ
が
、
市
の
台
帳

で
届
出
事
項
が
確
認
で
き
る

場
合
は
、
届
出
な
し
で
減
額

さ
れ
る
。

 　
原
案
ど
お
り
可
決

　

12
月
12
日
、
産
業
委
員

会
が
開
か
れ
、
付
託
さ
れ

た
議
案
を
審
査
し
た
。

　

主
な
質
疑･

答
弁
は
次

の
と
お
り
。

議
案
審
査

三芳家畜ふん尿処理施設

　

12
月
11
日
、
総
務
委
員

会
が
開
か
れ
、
付
託
さ
れ

た
議
案
を
審
査
し
た
。

　

主
な
質
疑･

答
弁
は
次

の
と
お
り
。

◎ 

契
約
変
更　

丸
山
公
民

館
・
丸
山
分
庁
舎
大
規

模
改
修
工
事

　

令
和
４
年
９
月
議
会
で

の
議
決
契
約
に
つ
い
て
、

建
築
１
５
６
９
万
３
７
０
０

円
、
電
気
設
備
１
８
８
万

５
４
０
０
円
、
機
械
設
備
２

６
１
万
８
千
円
増
額
す
る
。

問　

建
築
工
事
の
変
更
で

一
番
大
き
な
も
の
は
何
か
。

管
財
契
約
課
長　

内
壁
の
補

強
を
撤
去
新
設
に
変
更
し
た

こ
と
。

問　

変
更
箇
所
は
、
開
け

て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い

の
か
。

管
財
契
約
課
長　

壁
や
天
井

の
内
部
な
ど
見
え
な
い
部
分

は
開
け
て
み
な
い
と
分
か
ら

な
い
。

問　
工
期
は
。

管
財
契
約
課
長　

令
和
６
年

７
月
31
日
。

問　

実
際
に
公
民
館
が
使

え
る
の
は
。

管
財
契
約
課
長　

工
期
終
了

後
に
な
る
。

◎ 

指
定
管
理
者
の
指
定（
三

芳
家
畜
ふ
ん
尿
処
理
施

設
）

　

三
芳
家
畜
ふ
ん
尿
処
理

施
設
等
共
同
利
用
組
合
を

指
定
管
理
者
に
指
定
。

問　

利
用
者
数
・
利
用
頭

数
・
利
用
料
は
ど
う
か
。

農
林
水
産
課
長　

利
用
者
数

は
、
組
合
員
10
人
。
利
用
頭

数
は
、３
０
５
頭
。利
用
料
は
、

月
１
頭
１
８
４
０
円
を
予
定
。

問　

三
芳
の
人
し
か
利
用

で
き
な
い
の
か
。

農
林
水
産
課
長　

三
芳
の
人

が
利
用
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
が
、
利
用
形
態
は
、
組
合

員
と
相
談
し
た
い
。

　
原
案
ど
お
り
可
決
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社
近
藤
牧
場
に
委
員
を
派

遣
し
、
視
察
調
査
を
行
っ

た
。

　

有
限
会
社
重
光
で
は
、

肉
の
脂
身
の
旨
さ
を
求
め

て
お
り
、
料

理
す
る
側
の

立
場
に
な

り
、
小
分
け

で
ト
レ
イ
を

使
わ
ず
に
送

付
し
て
い

る
。

　
「
返
礼
品

で
は
特
に
房

総
ブ
ラ
ン
ド

豚
の
小
分
け

パ
ッ
ク
が
一

番
人
気
で
、

ふ
る
さ
と
納

税
を
き
っ
か

け
に
リ
ピ
ー

タ
ー
も
増
え

て
い
る
。
ふ

視
察
研
修

令
和
5
年
10
月
３
日

総
務
委
員
会
視
察
研
修

　�
南
房
総
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
へ
の

　
取
り
組
み
状
況
の
視
察
報
告

　

総
務
委
員
会
で
は
、
市

内
の
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

品
登
録
事
業
者
で
あ
る
有

限
会
社
重
光
、
ハ
ク
ダ
イ

食
品
有
限
会
社
、
株
式
会

有限会社重光

る
さ
と
納
税
を
扱
っ
て
い

る
業
者
同
士
の
つ
な
が
り

を
深
め
、
ネ
ッ
ト
の
中
に

広
告
を
出
す
な
ど
の
工
夫

が
必
要
。
様
々
な
P
R
が

で
き
る
南
房
総
市
全
体
の

組
織
を
作
っ
て
ほ
し
い
」

と
話
さ
れ
て
い
た
。

　

ハ
ク
ダ
イ
食
品
有
限
会

社
で
は
、
新
商
品
の
開
発

に
は
、
社
員
を
挙
げ
て
取

り
組
ん
で
い
た
。

　
「
商
品
の
量
や
魚
種
の
多

さ
に
興
味
を
示
す
お
客
様

の
声
を
参
考
に
、
落
花
生
・

ビ
ワ
・
花
も
扱
っ
て
い
る

が
、
商
品
の
生
産
者
や
提

供
量
等
の
確
保
は
難
し
い
。

他
業
種
の
若
い
人
に
は
、

こ
れ
か
ら
は
絶
対
に
返
礼

品
登
録
事
業
を
や
る
べ
き
」

と
話
さ
れ
て
い
た
。

　

株
式
会
社
近
藤
牧
場
で

は
、
頭
数
の
少
な
い
乳
牛

で
こ
だ
わ
り
の
牛
を
育
て
、

そ
こ
に
付
加
価
値
を
見
出

し
商
品
加
工
ま
で
す
べ
て

自
社
で
行
い
、
自
社
製
品

を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
い
た
。

　
「
小
規
模
の
家
族
経
営

で
は
、
自
分
の
や
り
た
い

こ
と
も
あ
り
、
現
状
を
拡

大
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
利
用
者

が
『
富
楽
里
と
み
や
ま
』

に
訪
れ
、集
客
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。
今
後
は
、
葉
山

や
逗
子
の
よ
う
な
リ
ゾ
ー

ト
地
を
目
指
す
と
か
、
都

会
の
富
裕
層
を
対
象
に
当

市
の
特
産
品
（
返
礼
品
）

を
考
え
て
は
ど
う
か
」
と

話
さ
れ
て
い
た
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
調
査

を
進
め
る
中
で
、
当
市
が

持
つ
自
然
を
活
用
し
、
市

内
で
生
産
さ
れ
る
物
品
に

誇
り
を
持
ち
、
消
費
者
に

喜
ん
で
い
た
だ
く
た
め
努

力
す
る
方
々
の
意
見
を
参

考
に
、
当
市
な
ら
で
は
の

返
礼
品
開
発
に
官
民
挙
げ

て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
。

株式会社 近藤牧場 ハクダイ食品有限会社
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齢
化
社
会
。
す
べ
て
の
市

民
に
平
等
に
医
療
を
提
供

し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
。

視
察
研
修

　
　
　
長
野
県
伊
那
市　
令
和
5
年
10
月
26
日

福
祉
委
員
会
視
察
研
修

　
移
動
診
療
車
が
ま
ち
の
医
療
を
変
え
る

～
モ
バ
イ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
事
業
を
学
ぶ
～

　

福
祉
委
員
会
で
は
、
長

野
県
伊
那
市
に
委
員
を
派

遣
し
視
察
調
査
を
行
っ
た
。

　

こ
れ
か
ら
迎
え
る
超
高

伊那市のモバイルクリニック車両

　

医
師
不
足
や
医
師
の
働

き
方
改
革
、
公
共
交
通
の

衰
退
、
免
許
返
納
な
ど
に

よ
る
交
通
弱
者
の
増
加
。

地
域
医
療
の
課
題
は
山
積

み
で
す
。
本
市
も
も
ち
ろ

ん
例
外
で
は
な
く
一
刻
も
早

い
対
策
が
必
要
で
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

伊
那
市
で
は
平
成
28
年

度
よ
り
、
最
新
の
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
活
用
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
地
域
課
題
の
解
決

を
目
指
し
て
、
新
産
業
技

術
推
進
協
議
会
が
組
織
さ

れ
た
。
そ
し
て
、
平
成
30

年
度
、
市
長
が
新
た
に
総

務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
地

域
情
報
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
含
む
総
勢
５
人
の
新
産

業
推
進
係
を
企
画
政
策
課

内
に
設
置
し
、
デ
ジ
タ
ル

を
駆
使
し
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
そ
の
中
の
事
業
の
一
つ
に

モ
バ
イ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
事
業

が
あ
り
、
移
動
診
療
車
を

自
動
車
メ
ー
カ
ー
や
医
療

機
器
メ
ー
カ
ー
と
共
同
で

開
発
し
た
。
ち
な
み
に
開

発
に
関
し
て
の
市
の
予
算

の
持
ち
出
し
は
ほ
ぼ
無

か
っ
た
と
い
う
。

　

そ
し
て
、
市
内
6
つ
の

医
療
機
関
に
手
挙
げ
し
て

も
ら
い
交
通
弱
者
へ
の
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
を
ス
タ
ー

ト
し
た
。
高
齢
者
を
中
心

に
利
用
者
は
増
加
傾
向
で
、

現
在
は
マ
タ
ニ
テ
ィ
検
診
の

利
用
者
が
多
く
な
り
、
想

定
を
上
回
っ
て
き
た
た
め

2
台
目
3
台
目
の
検
討
も

始
め
更
に
事
業
の
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　

医
療
行
為
は
医
師
会
に

お
任
せ
し
、
市
は
車
両
や

ド
ラ
イ
バ
ー
の
管
理
に
徹

す
る
こ
と
で
お
互
い
や
る
べ

き
こ
と
を
明
確
に
し
て
い

る
。

　

今
回
の
視
察
で
市
が
抱

え
る
課
題
へ
の
無
理
の
な
い

ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
を
学

ん
だ
。

　

市
民
の
安
心
に
繋
が
る

事
業
達
成
の
た
め
、
今
後

の
調
査
に
活
か
し
た
い
。 車両内部
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視
察
研
修

成
し
猟
友
会
と
一
緒
に
対

策
し
て
い
る
ケ
ー
ス
（
埼

玉
県
飯
能
市
）
と
ド
ロ
ー

ン
を
活
用
し
て
被
害
地
図

埼
玉
県
飯
能
市
・
神
奈
川
県
秦
野
市　

　
　
　
令
和
５
年
10
月
23
日
～
10
月
24
日

産
業
委
員
会
視
察
研
修

　
全
国
優
良
事
例
を
視
察
し
て

　

自
治
体
の
取
り
組
み
優

良
事
例
と
し
て
農
林
水
産

省
で
紹
介
さ
れ
、
市
職
員

が
鳥
獣
被
害
対
策
隊
を
結

を
作
成
し
作
業
効
率
を
上

げ
て
い
る
ケ
ー
ス
（
神
奈

川
県
秦
野
市
）
に
つ
い
て

視
察
を
行
っ
た
。

　

ど
ち
ら
も
補
助
事
業
は

当
市
と
同
様
の
取
り
組
み

だ
が
、
特
徴
的
な
取
り
組

み
と
し
て
飯
能
市
で
は
市

職
員
の
有
害
鳥
獣
被
害
対

策
隊
を
結
成
し
猟
友
会
と

被
害
対
策
に
あ
た
っ
て
い

る
。
い
く
つ
か
問
題
は
あ
る

と
思
う
が
、
現
在
、
有
害

鳥
獣
捕
獲
員
が
減
少
傾
向

に
あ
る
の
で
有
効
だ
と
思

わ
れ
る
。

　

秦
野
市
で
は
、
直
営
で

緑
地
や
河
川
敷
な
ど
に
罠

を
設
置
し
て
成
果
を
上
げ

て
お
り
、
小
動
物
の
有
害

鳥
獣
対
策
と
し
て
農
地
以

外
で
の
捕
獲
は
有
効
手
段

の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
た
。
し
か
し
、
秦
野
市

で
の
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
は
、

範
囲
が
狭
く
区
域
が
限
定

さ
れ
る
た
め
、
当
市
の
よ

う
に
広
範
囲
に
渡
り
集
落

が
点
在
し
て
い
る
場
合
で

は
、
費
用
面
等
大
き
な
課

題
と
な
る
の
で
導
入
は
難

し
い
と
思
わ
れ
る
。

　

両
市
と
も
捕
獲
後
の
処

理
は
、
焼
却
処
分
ま
た
は

食
肉
加
工
す
る
が
、
捕
獲

頭
数
が
多
す
ぎ
る
と
自
己

施
設
で
は
処
理
し
き
れ
ず

近
隣
に
依
頼
す
る
と
の
こ

と
だ
っ
た
。
飯
能
市
で
は
、

食
肉
加
工
よ
り
規
制
が
少

な
い
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
加
工
に

取
り
組
む
業
者
が
で
き
た

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

年
間
捕
獲
頭
数
が
多
く
、

処
理
方
法
が
課
題
に
な
っ

て
い
る
当
市
に
お
い
て
、
施

設
で
の
全
頭
処
理
は
難
し

い
と
思
う
が
、
加
工
施
設

の
運
用
は
捕
獲
後
の
処
理

方
法
と
し
て
有
効
手
段
の
一

つ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

前
回
の
亀
山
市
、
今
回

の
飯
能
市
、
秦
野
市
の
視

察
を
通
じ
、
当
市
で
ど
の

よ
う
な
対
策
が
で
き
る
の

か
産
業
委
員
会
と
し
て
協

議
し
、
今
後
の
有
害
鳥
獣

対
策
に
寄
与
で
き
る
よ
う

市
に
提
案
し
て
い
き
た
い
。

埼玉県飯能市の視察の様子

神奈川県秦野市の視察の様子
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　議会広報編集特別委員会では、市民の皆様のまちづくりに対するご意見・ご要望の投稿を募集しています。掲載を希望
する場合は、本文は４００字以内、顔写真が必要です。
連絡・投稿先　南房総市富浦町青木２８番地　
　　　　　　　議会広報編集特別委員会　TEL 0470 − 33 − 1111　FAX 0470 − 20 − 4595

　　　　

　私たちが移住してきて７年が経ちました。縁もゆか

りもないこの土地で農家となり、子宝にも恵まれて、

家族皆健康に楽しく暮らせているのは、地元の方々や

これまで関わって下さった皆さんのお陰です。

　私たちを受け入れてくれた市に恩返しがしたいとい

う気持ちで、特産品の開発や、観光客誘致、小学校で

の農業体験など、少しずつですが自分たちにできるこ

とに取り組んでいます。子どもたちが大きくなったと

きに、故郷である南房総市に誇りを持てるよう、また、

更に魅力的な南房総市になっていくために自分たちが

どう貢献できるのか、これからも問うていきたいと思っ

ています。

　地元の方や移住者の仲間もたくさんできて、これか

らのワクワクするいろんなことを話しています。私達

も現在まさに実現したいことがあり、それに向けて準

備中です。そんな夢や希望で一杯の、やる気満々の私

たちの後押しをしてくれるような環境が更に整ってい

くと嬉しいです。

五
い が ら し

十嵐　大
だ い す け

介・
早

さ や か

矢加さん

岩井海岸の活気を夢に挑戦できるまちへ
取り戻すために！

　岩井海岸と聞いて何を思い浮かべますか。海水浴、

臨海学校、地引網など人が多く集まる海だったと思

います。しかし近年、海水浴離れ、臨海学校の不開

催など訪れる方が年々減少しています。かつて浜が

パラソルで埋め尽くされていたあの頃の活気を取り

戻したく、地元の若者数名で地域団体を結成し、海

から始める街おこしをテーマに活動しています。海

岸美化を初め、イベント等を行い、海の楽しさ、素

晴らしさを感じてもらい、また遊びに来たいと思って

もらえる取り組みを行っています。この活動を続け

ていて思ったこと、それは受入れ体制が整っていな

いと感じました。海岸の左右の端にしかない駐車場、

日没後の真っ暗な海岸、これではいくら交通の便が

良くなっても訪れる方は増えないと思います。岩井

の一番の魅力である海岸の整備に力を入れてほしい

と思い道路及び駐車場の整備、照明の設置を要望い

たします。

　多くの皆様に岩井海岸の魅力が届きますように。

渡
わ た な べ

邉　由
ゆ う き

喜さん

市
民
の
声



22

議会だより

発行／千葉県南房総市議会　　編集／議会広報編集特別委員会　　発行責任者／南房総市議会議長
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第 6 号
平成19年11月8日

第 6 号
平成19年11月8日

 表紙の写真を募集します 表紙の写真を募集します
　市議会では年４回（５月・８月・11月・２月）議会だよりを発行しています。開かれた議会を目指し、
より市民に親しまれるため、表紙写真を募集しています。
　市議会では年４回（５月・８月・11月・２月）議会だよりを発行しています。開かれた議会を目指し、
より市民に親しまれるため、表紙写真を募集しています。

募集する写真募集する写真

応募方法応募方法

市内で撮影された四季の風景、イベントなど市内で撮影された四季の風景、イベントなど

選考方法選考方法
市議会広報編集特別委員会が選考します。市議会広報編集特別委員会が選考します。

応募上の注意応募上の注意
・市内で撮影された、カラー写真に限ります。
・応募写真に個人を特定できるような人物（第三者）が写っているとき、または撮影した対象物が個人
  の所有物である場合は応募者の責任で人物（被写体）、または所有者の承諾を得てください。
・採用された場合、表紙に氏名を掲載させていただきます。
・ご応募いただいた写真などは原則返却いたしませんので、あらかじめご了承ください。

・市内で撮影された、カラー写真に限ります。
・応募写真に個人を特定できるような人物（第三者）が写っているとき、または撮影した対象物が個人
  の所有物である場合は応募者の責任で人物（被写体）、または所有者の承諾を得てください。
・採用された場合、表紙に氏名を掲載させていただきます。
・ご応募いただいた写真などは原則返却いたしませんので、あらかじめご了承ください。

応募資格応募資格
市内在住・通勤・通学の人市内在住・通勤・通学の人

住所・氏名・電話番号・撮影場所・撮影日時を記入のうえ、議会事務局
へ電子メール、もしくは郵送・持参してください。

（データで送る際はサイズ２ＭＢ以上3.５ＭＢ未満でお願いします）

住所・氏名・電話番号・撮影場所・撮影日時を記入のうえ、議会事務局
へ電子メール、もしくは郵送・持参してください。

（データで送る際はサイズ２ＭＢ以上3.５ＭＢ未満でお願いします）

南房総市議会事務局
住　所： 〒２９９－２４９２
　　　   南房総市富浦町青木２８
電　話：０４７０－３３－１１１１
メール：gikai@city.minamiboso.lg.jp

南房総市議会事務局
住　所： 〒２９９－２４９２
　　　   南房総市富浦町青木２８
電　話：０４７０－３３－１１１１
メール：gikai@city.minamiboso.lg.jp

お問い合わせお問い合わせ

9月〇日（〇）
9月定例会は

2月27日（火）
3月定例会は

午前10時から
予定しています

市役所2階で住所・氏名・
年齢を書くだけです。

　
節
分
を
迎
え
、
い
よ
い
よ
春
を
待
ち
わ
び
る
頃

に
な
り
ま
し
た
。
地
区
に
よ
っ
て
は
、
初は
つ
う
ま午
や
御お

歩び
し
ゃ謝
な
ど
伝
統
行
事
が
行
わ
れ
て
い
る
地
区
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。
私
の
住
む
地
区
で
は
長
年
初
午

を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
や
め
ま
し
た
。
そ

の
理
由
の
ひ
と
つ
は
高
齢
化
で
し
た
。
少
子
高
齢

化
は
伝
統
文
化
の
継
承
に
限
ら
ず
市
民
生
活
に
も

大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　
議
会
で
も
少
子
高
齢
化
や
様
々
な
課
題
に
対
し

議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
議
論
が
行
わ

れ
て
い
る
の
か
を
議
会
だ
よ
り
を
通
し
て
お
伝
え

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

市ホームページ

市議会

市議会インターネット中継

▼

▼

南房総市議会YouTubeチャン
ネルでライブ・録画配信していま
す。スマホでも視聴できます。

からご覧くださ
い。（配信期間は
約2カ月です。）


